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再発防止対策の実施状況
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１．直接原因と再発防止対策

主な直接原因
 点検計画表に点検できない内容や点検実績を誤って記載していた。

 点検計画表から工事仕様書に適切に情報を取り込まなかった。

 設備主管課から連絡がなければ点検をしていなくても点検済と入力されていた。

全ての直接原因に対する再発防止対策は，Ｈ22.7までに計画した内容を確実

に実施した。

再 発 防 止 対 策

直 接 原 因
点検超過につながった直接的な原因

 点検計画表どおりに点検を行わなかったこと等について分析を行い，直接原因

を抽出するとともに，その再発防止対策を実施した。

①



3

②原子力部門の業務運営
の仕組み強化

①不適合管理ﾌﾟﾛｾｽの改善
①不適合管理

不適合管理の仕組みが不十分

品質ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄｼｽﾃﾑの充実

③原子力安全文化醸成

活動の推進

根本原因
組織要因まで掘り下げた根本的な原因

② マネジメント
本社と発電所の連携が不十分

③組織・風土
「報告する文化」，「問いかけ

る姿勢」が不足

再発防止対策

点検計画表どおり点検を行わなかったこと等について掘り下げて分析した結果，
不適合管理の仕組みが十分でなかったこと，制度変化に対応した迅速なマネジメ
ントができなかったこと，およびそれらの背景として組織・風土を加えた，３つの
根本原因を抽出した。

２．根本原因と再発防止対策

※不適合管理とは
業務プロセスや機器・設備の機能があるべ
き状態でなくなった場合，適切な状態に戻す
までの間，他の正常な状態と区別して管理
すること。

②
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不適合が懸念
されるすべて
の不具合情報

不適合処置の実施

複数のメンバーにより，不適合管
理の要否や管理グレード等を決定

不適合判定検討会
〔H22.8.1設置〕

（不適合管理検討会に替えて設置）

不適合管理を専任で行う担当を設置
〔H22.6.29設置〕

不適合と判定された
事象を全て公開

〔H２２．９．７公開開始〕

教育の実施
不適合管理の必要性や基準について

〔H22年7月末実施〕

担当者が判断せず
迷わず報告

２－１．不適合管理プロセスの改善 ③



5

52
31

176 174
194

211

490

94 107 104
124

184

0

100

200

300

400

500

600

6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

不適合管理プロセスの改善

 対策前は，不具合情報がすべて報告されず，不適合管理が十分でなかった。

 改善後は，審議件数が不適合件数を大幅に上回っており，不適合管理未満の情報の吸
い上げが機能している。これは，不具合と懸念される潜在的な案件の報告，および協力
会社等からの報告受け付け等により，より広く懸案をカバーしている成果と考えている。

 不適合に対しては，再発防止対策を実施するとともに，今後，不適合について設備別の
分析等を行なうなど，安全性の向上につなげる活動を実施していく。

２－１－１．不適合管理の実施状況と有効性評価

以下について確実に実施されていることを確認した。
○ 判定検討会を毎日開催 ○軽微な情報まで確認 ○判定基準により不適合判定実施

自己評価

社内監査

不適合件数審議件数

④
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クリック

２－１－２．不適合管理に関する情報発信

「不適合管理グレード」を分かり易く解説

状態を監視しながら点検・
保全を行う設備・機器の不
具合事象

C

一般産業施設と同等以上
の信頼性が求められる設
備・機器の不具合事象

B

原子炉施設の安全機能に
係わる設備・機器における
機能喪失が生じた事象や，
法令に基づく報告事象

A

解 説ｸﾞﾚｰﾄﾞ

再発防止対策や発電所の状況等について，積極的な情報公開と，分かりやすい説明
に取り組んでいる。

機器紹介

「不適合の内容」を分かり易く図解

⑤
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規

制

要

求

等

部制の導入による統括機能強化〔 Ｈ22.9.7設置〕部制の導入による統括機能強化〔 Ｈ22.9.7設置〕発電所

本社
経営層

活動状況報告

原子力部門戦略会議

 機 能

原子力部門の課題を統括し，

検査制度変更等に対応するた

めの全体計画を策定

 構成員
・本社部長，マネージャー

・発電所所長，課長ほか

< 活動実績 >
H22. 7.27 第１回開催

H23.2.2 第15回開催

原子力部門戦略会議

 機 能

原子力部門の課題を統括し，

検査制度変更等に対応するた

めの全体計画を策定

 構成員
・本社部長，マネージャー

・発電所所長，課長ほか

< 活動実績 >
H22. 7.27 第１回開催

H23.2.2 第15回開催

活
動
状
況
報
告

原子力安全情報検討会
〔 H22.7.30 設置 〕

機能

本社，発電所からなる検討会で，

個別の検討課題に連携して対応

 構成員
・本社マネージャー，副長
・発電所課長，副長ほか

<活動実績 >
H22.8.13第１回開催

H23.1.20 第12回開催

原子力安全情報検討会
〔 H22.7.30 設置 〕

機能

本社，発電所からなる検討会で，

個別の検討課題に連携して対応

 構成員
・本社マネージャー，副長
・発電所課長，副長ほか

<活動実績 >
H22.8.13第１回開催

H23.1.20 第12回開催

原子力部門戦略会議 原子力安全情報検討会

〔 H22.7.27 設置 〕

〜〜 〜〜

２－２．業務運営の仕組み強化 ⑥
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２－２－１．業務運営の仕組み強化の実施状況と有効性評価

再発防止対策関係
•再発防止対策の実施状況 → 計画どおりに進捗していることを確認
•社外専門機関からの提言に対する対応 → 提言に対するｱｸｼｮﾝﾌﾟﾗﾝの作成を指示
•経営層と社員との意見交換への対応 → 現状の運用を報告

保守業務改善関係
•保修部門の充実・強化 → 新たな２つのＷＧの設置
•統合型保全システムの対応 → 実施体制の確認（責任の明確化，原子力部門戦略

会議を「審議機関」と位置づけ）

原子力部門戦略会議での主な審議内容

 対策前は，組織内で課題の優先度などを共有化しておらず，課題への対応が適切でな
かった。

 改善後は，発電所，本社の関係者が重要課題を認識し課題の対応に必要な資源を投
入。また課題の重要性に応じて，経営層へも報告し，指示を受けている。

「組織内で合議のうえ，業務の重要課題を決定し，アクションプランの有効性評価等を

実施」を確認。

自己評価

社内監査

⑦



9

全社

経営層

第三者視点からの提言

再発防止対策の実施状況，
問題点の改善状況を報告

ご意見等
の共有

原子力安全文化有識者会議
※社外有識者を中心に構成

原子力強化プロジェクト
※社長直属の組織

対話活動の充実 地域の皆さま
島根原子力本部

島根原子力発電所

指示･
承認

報告

発電所業務プロセス
改善活動の支援 等

原子力安全文化
醸成施策の展開

〔H22.6.29設置〕

見学会への対応，
地元定例訪問へ
の参加

毎年６月３日を「原子力安全文化の日」とし，安全文化の大切さを
全社で確認する。

〔H22.6.29設置〕

２－３．原子力安全文化醸成活動の推進 ⑧
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原子力安全文化の日（６月３日）の制定
関係・協力会社訪問・ヒアリング

忘れないためのモニュメント

今回の教訓を風化させることなく，地域・社
会の信頼あっての原子力発電所という原点
に立ち返り，原子力安全文化の大切さを全
社（協力会社を含む）で共有

風化させない風土の醸成

全
社
・
風
化
防
止

技術系社員による戸別訪問・見学会対応他

職場話し合い研修
・グループごとの行動基準を策定・掲示

・地元行事への積極的な参加

スローガンの掲示

ルールどおり行わないことが，地域の信頼を
失うことになるという認識の不足

所員一人ひとりが自らの業務の重要性，
ルールどおり業務を行うことの大切さについ
て問いかける姿勢が不足

問
い
か
け
る
姿
勢

経営層と所員，所長と所員等の意見交換から出
た意見については，組織として対応を検討し，その
結果を提案者へフィードバックする仕組みを構築

わいがやE-ねっとの構築

悪い情報は言い出さない，言っても改善され
ない意識

問題を言い出した人が自ら改善に取り組む
ことになり，忙しくなることへの懸念

業務が忙しく，意見を発信できない

報
告
す
る
文
化

主 な 施 策取組の背景

２－３－１． 原子力安全文化醸成活動の充実

従来から取組んできた安全文化醸成活動により全般的な改善は図られていたが，
点検不備問題を受け「報告する文化」及び「問いかける姿勢」を中心に充実・強化を
図っている。

⑨
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１月１２月 ３月１１月９月７月６月 ２月１０月８月

[凡例]

☆□：計画

★■：実績

役員事業所訪問

協力会社ヒアリング・訪問

★安全文化醸成研修会

地元戸別訪問等への参加

松江市内戸別訪問等

見学会の対応・同席

再発防止実施状況・スローガンの掲示

２－３－２．原子力強化ＰＪの安全文化醸成施策の進捗状況

行動基準の制定

地元意見の職場共有

地元行事への積極参加

役員と発電所員の意見交換 ★ ★★ ★

全社話し合い研修

第１回 第２回職場話し合い研修

ＳＮＳ（わいがやＥ－ねっと）運用

試行

準備 運用試行

12月～2月の間で，アンケート，社員意識調査や施策の実施状況から有効性評価予定。
また，この結果を原子力安全文化有識者会議に諮り，第三者視点から評価予定。

有効性評価・次年度計画

「具体的施策ｽｹｼﾞｭｰﾙに沿って，活動を計画的に実施。」を確認。社内監査

★

★

★

★

第３回

⑩
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意識変化につながる所員の声

別紙１．安全文化醸成施策取組による発電所員の変化

 地域の皆さまから「信じていたのに」と言われ，事の重大性を認識した。地地
域の皆さまの期待の大きさを痛感域の皆さまの期待の大きさを痛感するとともに，その期待を裏切らないよう
に行動していかなければならないと感じた。

 多くの方から，「技術的・専門的なことは分からないので，あなた方に任せ
るしかない。」とのご意見を頂き，改めて信頼に応えるよう業務運営信頼に応えるよう業務運営をしない
といけないと痛感した。

 「頑張って！」 「ご苦労さま」と言っていただいた地域の皆さまを裏切る地域の皆さまを裏切る

（ルールどおりの業務を行わない）ようなようなことは，絶対にあってはならない。ことは，絶対にあってはならない。

２－３－２．原子力強化ＰＪの安全文化醸成施策の進捗状況

 上司に業務承認を受けるとき，判断根拠とした手順書を明記判断根拠とした手順書を明記または添付するように
なった。（より速く，より確実な確認をしてもらうため）

 朝のあいさつあいさつや作業現場でのあいさつを「自ら」「大きな声で」「積極的に」するように
なった。（よりよいコミュニケーション構築への第一歩）

所 員の行動変化

⑪
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○第1回
◇日 時 ８月１日（日） 14：00～16：40
◇出席者 14名 （当社外委員 11名を含む）
◇議 題 ・ 点検不備問題の概要および再発防止対策の進捗状況について

・ 中国電力の原子力安全文化醸成に向けた取り組みについて

○第２回
◇日 時 ９月１２日（日） 13：30～16：40
◇出席者 13名（当社外委員 １０名を含む）

◇議 題 ・ 再発防止対策の進捗状況について
・ 原子力安全文化醸成施策について

○第３回
◇日 時 １２月２日（木） 14：00～16：40
◇出席者 11名（当社外委員 ９名を含む）
◇議 題 ・再発防止対策の進捗状況について

・ 第２回有識者会議意見等の反映状況について
・ 安全文化醸成施策の進捗状況および有効性評価方法について

２－３－３． 原子力安全文化有識者会議

【有識者会議の意見を踏まえた主な対応】
・１号機定期検査の対応として本社等からの応援を実施 。
・不適合管理情報への機器重要度の解説追加など情報公開の工夫・改善。

⑫



島根原子力発電所１号機
点検時期を超過した機器の点検結果



15１．点検時期を超過した機器の点検結果（報告内容）

３４９機器全てについて平成23年1月6日に点検が完了し，異常の無いことを確認。

点検時期を超過した５１１機器のうち，島根１号機分３４９機器
の点検が完了したため，経済産業大臣への報告を行った。

① １号機分３４９機器の点検結果

② 経済産業大臣への報告

１号機分の点検結果について平成23年1月14日に国に報告した。

⑬



16２．１号機分３４９機器の点検結果

１０－－１０安全弁分解点検

安全重要度毎の内訳

合計

３４９

２９

５０

１１

４２

２０７

３１４７２８合 計

２８－１その他電気計装品点検

４１５４ﾋｭｰｽﾞ，ｺﾝﾃﾞﾝｻ取替

９－２電源設備絶縁抵抗測定

３７２３その他の弁・機器

１８９－１８手動弁分解点検

クラス３／ノンクラスクラス２クラス１
機器分類

点検機器の種類点検機器の種類 （単位：機器数）

３４９機器について点検の結果，異常がないことを確認した。

⑭



17【参考】手動弁分解点検状況（代表例）

弁座・弁箱

パッキン（取外したため変形）弁棒・弁体

点検の結果，異常がないことを確認した。

一次水空気抜弁（ディーゼル発電機一次水膨張タンクへの戻り弁）（V80-8B）【クラス１】

ボルト

弁蓋

⑮
運転中は常時「開」状態で
あり，配管等の点検の際に
閉じる弁



18【参考】空気作動弁分解点検状況（代表例）

非常用ガス処理系処理装置（ファン）入口弁（AV26-2A）【クラス１】

弁棒

パッキン

点検の結果，異常がないことを確認した。
AV26-2A

スプリング

ダイヤフラム

シートリング

パッキン

弁体

〔補足説明：非常用ガス処理系〕
放射性物質が気中に放出される事故が発生した際に，気体に含まれる放射性物質を高性
能フィルター等を通して除去し，排気筒へ導く系統。

⑯
運転中は常時「開」状態で
あり，配管等の点検の際
に閉じる弁



19【参考】ヒューズ取替状況（代表例）

中間領域計測装置（ＩRM）盤【クラス１】

設置目的 ： ヒューズは，過電流から機器を保護
する目的で設置している。

設置目的 ： ヒューズは，過電流から機器を保護
する目的で設置している。

ヒューズの取替を実施し，異常がないことを確認した。

ヒューズ

ＩＲＭ盤

ユニット（上面より）

〔補足説明：中間領域計測装置〕
原子炉内の中性子の量を測定する装置の一つ。

⑰


